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銃はいずれもVも訳した9打切のカーバメート系殺虫剤

に,程JRの芸三はあれ紙抗仕となったという.小川脚 こ
わけるカーバメート系i･2出剤の班川状況からri.えて.

N系統では紬汰-Ai四として作mしたカーバメート系芽2

山剤の珊瑚は多くでも2-3郁湖と.uJわれるのに.tlも

訳したすべてのカーバメート系殺虫剤に紙抗性の発過

がみられた.したがってカーバメート系殺虫剤rLT'Jにお
ける交差班抗性は広昭U郎こおよぶとみてよいであろう.

カーバメート系殺虫剤に対する共力剤に関しては多

数の托告がある.たとえばMoorefield(1958)や Met･

calfeial.(1960)はイエバエなどを供試してp.b.そ

の他のピレトリンの共力剤がカーバメート系殺虫剤に

も共力作用があると報じ,Metcalfctal.(1966)は

その共力作用は これ らの共力剤が ringhydroxy･

lationによってカーバメートを研和する酵素の作用

を阻むすることによるという.Moorefield(1960)お

よび GeorghiouandMetcalr(1961)はカーバメー

ト抵抗性イエバエにおいて p.b.の共力効果は非'1;lrに

田老であり,後者はさらに拡抗性系統のもつ高いカー

バメート代謝活性を p.b.が阻告すろことを報じてい

ち.しかるに本掛こおけるN系統のツマグロヨコバイ

では P.b.の共力効果が感受性系統と全く相違がない.

このことはN系統における抵抗性の磯村紬>'Metcalf

etat.(1966) のい うような師71西軍窮活性の増大に

よるのではないことを示唆するものであろう.
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Summary

Threestrainsofthegreen riceleafhopper,

NCPhoiettixcincticez?sUhler･were.Collected at
three stationsI Twoofthem 如ereSaga and
Fujieda,wherecarbamateinsecticideswerenot

soe汀ectivetotheinsectasbefore,andanother

wasNakagawara,wherecarbamateinsecticides

becameinel-ectivetotheinsect. Toxicity of
variouscarbamate insecticides to thesethree

strainswaslowerthantllatOfthe susceptible

strain. EspeciallyNakagawarastrainwasmost

resistantandshoweくldir【erentpatternorresist-
ancespectrumfromtheothertwostrains.These
three resistantstrainswcrcalsoresistantto

malathionandmethylparathion,especiallyNaka･

gawarastrainwasrcmarkabllyhighresistant.

Thisstrainalsoshowedhighresistancetothe

otherorganophosphorusinsecticidcs.Synergistic

effect of piperonylbutoxidetocarbaryland

propoxurwasnotremarkableandtherewasno

differencebctwccnthesyncrgisticeffectjnboth

Nakagawaraandsusceptiblestrains. According

tothis,itissupposed thattheresistanceto

carbamateinsecticides in Nakagawara strain

ofthe green riceleafhopper is notdue to

increased detoxific ation caused by oxidase

reportedinsomeinsecs.

SynergisticEffectofSyntheticSynergistsonDimethrinagainstAdultsoftlleIIouseFly.
MuSCadomestL'cavicina丸Iacq. StudiesontheBiologicalAssayofPyrcthroids.ⅠV. Shir°

AsADA(DepartmentofMedicalZoology,OsakaCityUniversity,MedicalSchool)andKazuo

BuEI(OsakaPrefecturalInstituteofPublicHealth,Osaka).RcceivcdOctober4.1971,Botyu･

Kagaku36,179(1971).(withEnglishSummary183).

24･ イエバエに対するジメスリンと合成共力剤の共力効果について ピレスロイドの生物

試験に関する研究 邦4稚 iR田四郎 (大阪Tll'立大学医学部医動物学教室) 武術和雄 (大阪府立公衆

相生研究所)46.10.4.受理

dimethrinに各種共力剤を混用し.イエバェに対する共力効果を比較検討した.その結果,safro-

xanは最も大きい共力効果があったが,pyrethrins+p.butoxideのそれに比べてかなり劣っていた.

火用的には dimethrinに10倍虫の safroxanを混用したときに最大の効果が得られた.
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dimethrinは1957年 Barthelによって合成された

節-菊放構造をもつ殺虫剤で,次のような構造式を有

する.

CH3
1;

詑〉C-CHICH-CH･COOCH2-く_Iy-cHa
)C〈
CH3 CH3

温血動物に対する毒性については Ambrosel)によ

って詳細な敢繋がなされており,きわめて低毒性であ

ったと報じている.

イエバェに対する毒力について,Gersdorffら5)は

50%致死レベルでは pyrethrinsおよび allethrinの

それぞれ54%,17%,また95%致死レベルではそれぞれ

91%,20%であり, kerosenesprayによる knock

down効果は1.5%,1.0,%,のごとき高批皮でもalle･

thrinや pyrethrinsに劣っていると報告している.

松原7)はアカイエカ幼虫に対する dimetllrinの致

死効力,knockdownへの各種共力剤の共力効果は

pyrethrinsおよび allethrinに対する共力効果より

はるかに劣り,barthrinに対する場合と同程度の共

力効果を示すことを認めた.
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著者は前托 2)において,噴霧降下法によってピレス

ロイド石油牧の効力を比佼した結果,dimethrinの

イエバエに対する knockdown効力は,allethrin

および phthalthrinの約柏,拓にすぎないが.致死効
力は他のピレスロイドに比べて最も大きいという特異

性を見出した.本報では,各種の共力剤を dimethrin

と混用した場合の共力効果を,前報3)の phthalthrin

に対する共力剤の効果と比較検討を行ない,これら2

つのピレスロイドに対する共力剤の作用において.共

通したことがらを見出そうとしたものである.

実験材料及び実験方法

実験に供した dimethrinは McLaughlinGorm-

1eyKingCo.から提供をうけた bp1750/3mmHg

の technicalgradeのものを,共力剤には piperonyl

butoxide,safroxan,sulfoxide,n-propylisomeおよ

び MGK-264の technicalgradeのものを仙川した.

実験に用いたイエバエ Muscadomestica vicz'na

Macq.は高槻系で,当研究室においてyr虫湖は小出ふ

すまと魚粉2:1の混合培基で,成虫親は2,00'砂地水

とミルクを与えて累代飼育した系統である.実験には

羽化後2.-4日の砂糖水だけを与えて飼育したメスを

-●-safroxan
- ①- piperonylbutoxide

- ◎- sulfoxide

- ○- ∩-propylisome

- ㊨- MGK-264

1..4 1.7 2.0 2.3 2.6 2･9

Dosage(mg)inlogarithms

Fig.1. Therelationbetweendosageandmortalityofhousefliestreated

withdimethrincombinedwithvarioussynergistsataratioof

l:5bytopicalapplication.
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あて,微訳柄下旺おJ:びPnri:降下班によって行なった.
微_n摘下法 :エーテルでかろく鵬即しT=メス成山の

肘 Yflliに.mllCrOSyringc を川いてtJtL芯兆刑のアセト

ン糊 父を 0.6/ILづつTJ.TJ'下すろ. こうして処即したハ

エは,桝をいれたTrHTji9cm.稚さ6cm のEIEllTVシャー
レにそれぞれ20匹づつうつしいれ.25●Cで約24fTt'jILT.a

経過後に出死を判別して記放した.火映は1肌皮につ

いて6rlJdくりかえした.

pJl諾降下は :火映の生田や方法については前托 2)に

報Llaした試験法と同様である.1回の実験には15匹の

イエバエを供試し,1濃度について5回くりかえし,

実験中の温度はすべて25oC前後の恒温下で行なった.

実襲結果と考察

1. 放指摘下法による各班非力刑による効力比校

それぞれの氾皮の dimethrinに対し非力剤を5倍

放加A..各7113皮付の平均死亡率を求めた.死亡時【をプ

ロビットに変換し,淑皮を対数にとってプロットし,

それらの点を刑足する予桝田帰沿線を求めて図示した

のが耶1図である.さらにFinneyの図た軍法にもとず

いて LD50を求めた結果は郡1表に示すとおりである.

データを比較するために.対 dimethrinの比LD.0

dimethrin/LDB.(dimethrin+synergist)から効力

村政皮 factorofsymergism を求め,それぞれの共

力剤について比較すると,safroxanは 4･35,p･but･

oxideは 3.36,sulroxideは1.47,p･isomeは1･30倍

となるが,MGK-264は非力効果を示さず,むしろ括
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抗作用の帆('')があろ.

phthalthrinに対するjt･力剤の効栄もSarroxtlnが

出も火きいが.その効力和地皮は 8.9爪であって.

(limcthrin のそれに比べてかなり大きくYI･:ll】してい

ち.この幌向は sulfoxidc でも同様である.--JJ..

p.butoxide,p.isomeの場合はピレスロイド印8者に対

する効力増強皮はほぼひとしいことがうかがえる.

dimethrinに対す る共力効果の大きい safroxa∩

の混合倍率をかえることにより,どの程度まで死虫率

がたかまるかについて検討した.すなわち各種浪度の

dimethrinに対し,safroxanを最低1.25倍,最高20倍

塁まで椙正してゆき,薬量-死亡率の関係を safrox-

anの混合倍数別にプロットして回帰直線を求めたの

Table1. Thefactorsofsynergism andLD6｡
Valuesofdimethrincombinedwith

varioussynergistsataratioof

l:5 appliedtopicallytofemale
housemes.

Toxicant LC80(形) LD50(〝g/fly)S壬ancet,ogr.somf

Dimethrin 0.1980 1.2238 1.00

+Safroxan 0.0･155 0.2812 4.35

+P.butoxidc 0.0589 0.3641 3.36

+Sulfoxidc 0.13̀19 0.8338 1.47

+P.isome 0.1524 0.9420 1.30

+MGK264 0.2114 1.3067 0.94

dimethrin十 safroxan

2… /

1.1 1.4 1.7 2.0 2.3 2･6

Dosage(mg)inlogarithms

Fig.2. Therelationbetweendosageandmortalityofhousefliestreated

witIlmixturesofdimetllrinplussafroxanatdifferentratioby

topicalapplication.
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が邦2回である.safroxanの混合倍数が大きくなる

にしたがい.はば平行してより高い死虫率の方-と移

動している.

それぞれについて LC60を求めてみると,dimeth.

rillに対し salroxanを 1.25,2･5,5･0,10･0,20･O

Li'f出合したときにそれぞれ 0.0767,010549,0･0455,
0.0339.0.0286%となった. これを dimethrin単独
のときの LC6.(0.1980%)と比較して効力増強度を求

め.図示したのが第3図aである. safroxanを添加

する倍率を高めるにともない,増強皮は急上昇し,

その血が10倍をこえると緩徐になり,20倍あたりでほ

ほ限界に迅する.この傾向は,phthalthrinに対する

p.butoxideの共力作用と非常によく似ている.

つぎに経済的効果をしるひとつの方法として,Chad･

wick4)の捉示した方法にしたがって算出した.･すな

わち,

単価-
dime,eihiin+sair蒜 nx添加牌

効力増強皮

上式によって畔仰 (g)を節出して図示したのが第

3図b (ここに dimethrin15.0yenpergram,

safroxan1.2yenpergram とおいた)で,safro-

Xan を10位瓜氾用したときにコストは最も低くなっ

ている.

ピレスロイドに対する共力剤の混合比率をかえると,

jt･力効米がどのように変わるかを示す関係式がこれま

でに多く鎚ITuされている.たとえば, pyrethrinsの

虫は-起で.jt･力剤の虫を変えてゆくと,巧力はそれ

にともなって変化する関係式は一般に次式のように現

わされる.

Y-a+blog(pyr)+clog(syn)

Hewlettl)によると,効力増強庇とピレトリンに対

する火力剤の倍率の問において,近似的に直線関係が

えられることをホしT=.即ち,

log(-actorofsynergis-)-a.blogratio窓 ‡
(a,･bu恒数)

上式を dimelhrin+safroxan,phthalthrin+p.

butoxideおよび pyrethrins+p.butoxide に通用

し,図示したのが節4図である.これからも明らかな

ように,前2者の共力効果は pyrethrinsに対する

p.butoxideのそれに比べて,はるかに劣ることを示

している.

2. 噴霧降下法による効力比較

0.1%および0.05%の dimethrin石油紋にそれぞ
れ10LLr･iitの各種共力剤を起用したときの致死効力を節

2誠に示す.この場合にもsafroxanの共力効果が良

182

も大きいことを示しているが,前轍3)にも述べたごと

く,keroseneを浴妹としたときには safroxanの虫

体への浸透性がたかまることから,より大きな共力作

用が飽いたことが考えられる.
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Fig.3. a.Therelationbetweenthefactor

ofsynergism ofsafroxantodime･
thrinandmultipleofsarroxan.
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gram.

Table2.Mortality ofhouse flies treated
with dimethrin combined with

synergistataratioo∫l:10by
thesettlingmistapparatus.

Percentkill Percnetkill
in24ねrs. in24hrs.

0.1% Dimethrin 36.8 0.05%Dimethrin 1.4

+Safroxan 100.0 +Sarroxan 90.5

+Sulfoxide 97.6 +Sulfoxide 62.7

+P.butoxide 96.6 +P.butoxide38.4

+P.isome 85.2 +P.isome 14.7



防 虫 科 学 節 36 番-1V

Lust.L3
1a
u

LsJ9101Ut:ISol

9

7

0

0
0.5

/ 示 諸 td

♂ )岬､仰十

√ ′

○ /

Ei

魯磨 .ya 'Sニ o/

0.1 0.4 0.7 1.0

Log r.lt]'0
synergist

pyrethroid

1.3 1.6

Fig.4. Therelationbetweentheproportionofsynergistandthefactor

ofsynergism.

ま と め

dimethrin に各種共力剤を混用し. イエバエに対

すろ非力効果を,微虫滴下法とPZI霧降下法によって比

較検討した.その結凪 safroxan を況用LT=ときの

-3t･力作IT]はいずれの方法による場合にも最も大きい効

果を示した.しかしこれは pyrethrins+p･butoxide

の非力効果に比べてか な り劣っていた.実用的には

dimethrinに 10倍血の safroxanを混用したときに

放火の効架が子9られた.

本研究にさいし,終始ご田中いただいた大阪市立大

学医学部EI]申Tjt'雄教授に厚 くお礼を申しあげる.
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Summary

Thesynergisticeffectsolsynergistscombined

withdimethrinwereevaluatedagainstadultsof

thecommonhousefly,MuscadomcsEicavtcina

Macq.byusingtopicalapplicatiL)nandsettling

m'lstmethod.

Therewasnoremarkabledifferenceinthe

synergisticeffectsbythemethodoftreatments.

Safroxan was the most effectivebyeither

method.

Theexperimentalresultsobtainedbythetopト

Catapplicationwereasfollows. Thefactorsof

syncrgism ofdimethrincombinedwithvarious

syncrgjstsataratioof1:5wercasfollows:

sarroxan4.35.piperonylbutoxide3.36,5ulloxide

1.47,〟-propylisome 1.30,MGK-2640.94.

Thesynergismordimcthrin plussafroxanwas

markedlyinrcrior tothatofpyrethrins plus

piperonylbutoxideanddimetbrincombinedwith

10timesofsafroxanwaspracticallysuitable.
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